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浜
風
会
で
は
こ
の
程
、
渚
を
前
に
し
て
前
浜
の

魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
か
、
子
供
の
頃
を

思
い
出
し
な
が
ら
じ
っ
く
り
語
り
合
い
ま
し
た
。 

前
浜
の
自
慢
出
来
る
と
こ
ろ 

① 

水
平
線
が
１８０
度
に
広
が
る
。 

② 

海
は
地
域
に
寄
り
添
っ
て
い
る
。 

③ 

家
か
ら
１５
分
程
で
浜
へ
出
ら
れ
る
。 

④ 

水
が
き
れ
い
で
清
ら
か
、
砂
浜
も
。 

⑤ 

寄
せ
る
波
は
砂
浜
を
這
い
あ
が
る
。 

⑥ 

し
か
し
自
然
以
外
な
ん
に
も
無
い
。 

海
の
癒
し
効
果
と
は 

人
は
生
き
て
行
く
中
で
、
時
と
し
て
壁
に
ぶ
ち

当
た
る
こ
と
が
あ
る
も
の
で
す
。
そ
ん
な
折
こ
の

浜
へ
出
て
ぼ
ん
や
り
海
を
眺
め
て
見
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

波
は
寄
せ
て
は
返
し
波
音
も
微
妙
に
変
化
し
永

遠
に
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
大
自
然
を
こ

こ
で
感
じ
た
ら
、
さ
ぞ
す
っ
き
り
し
て
、
悩
ん
で

い
て
も
始
ま
ら
な
い
と
、
思
い
直
す
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
海
は
そ
の
よ
う
な
力
を
秘
め
て
い
る
こ

と
は
、
う
す
う
す
感
じ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ

が
海
の
癒
し
効
果
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
こ
で
「
海
の
も
つ
魅
力
の
一
つ
・
癒
し
効
果

と
は
」
ど
ん
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
か
、
文
献

を
参
考
に
し
ま
し
た
。
『
癒
し
モ
ー
メ
ン
ト
』 

①
海
の
成
分
と
人
体
、
特
に
羊
水
の
成
分
は
似
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
波
の
音
は
母
親
の
胎

内
音
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

②
海
の
も
つ
青
い
色
に
は
心
を
鎮
め
落
ち
着
か
せ
る

効
果
や
、
血
圧
や
脈
拍
・
体
温
を
下
げ
、
呼
吸
も

ゆ
っ
く
り
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

③
海
で
は
波
の
動
き
で
大
量
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が

放
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
取
り
込
む
こ
と
で
脳
内

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

④
波
音
の
自
然
の
リ
ズ
ム
は
「
１
／
ｆ
の
ゆ
ら
ぎ
」

と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
波
の
音
を
脳
が
感
知
す
る
こ

と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

⑤
私
達
の
呼
吸
や
心
拍
の
リ
ズ
ム
に
も
「
１
／
ｆ
の

ゆ
ら
ぎ
」
が
あ
り
、
波
音
の
リ
ズ
ム
と
調
和
し
心

地
よ
さ
を
引
出
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

前
浜
は
心
の
ふ
る
さ
と 

 

そ
の
中
で
こ
の
地
域
で
は
浜
お
り
・
潮
の
華
取

り
の
風
習
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
海
辺
に
行
き
、

海
水
に
洗
わ
れ
た
き
れ
い
な
砂
を
か
ご
に
入
れ
持

ち
帰
り
、
正
月
準
備
の
終
わ
っ
た
家
の
周
囲
に
ふ

り
ま
い
て
清
め
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
初
日
の
出

を
み
ん
な
で
拝
み
新
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
は
海

辺
に
住
む
人
た
ち
の
、
海
に
対
す
る
愛
情
と
畏
敬

の
念
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

付
け
加
え
て 

 

私
達
は
こ
ん
な
に
海
に
近
い
所
に
住
ん
で
い
ま

す
。
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
人
に
前
浜
に
出
て
、

海
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

し
か
し
１３
ｍ
高
の
防
潮
堤
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
超
え
な
け
れ
ば
浜
に
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も

整
備
さ
れ
て
い
な
い
階
段
、
手
す
り
が
な
い
箇
所

も
あ
り
ま
す
。
改
善
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

一
方
、
海
、
浜
は
油
断
す
る
と
波
に
さ
ら
わ
れ

る
等
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
危
険
性
が
あ
る
こ

と
を
心
に
留
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
山
下
勝
彦
） 

しのはら歴史便り 
篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.44 

前
浜
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い 
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「
舞
阪
駅
」
は
「
馬
郡
駅
」
で
開
業 

東
海
道
鉄
道
（
現
在
の
東
海
道
本
線
）
は
明
治

２１
年
９
月
１
日
大
府
・
浜
松
間
が
開
通
し
「
馬
郡

駅
」
が
開
業
し
ま
し
た
。
開
業
当
時
は
天
竜
川
鉄

橋
が
未
完
成
だ
っ
た
た
め
、
名
古
屋
・
浜
松
間
で

一
日
に
数
本
の
運
転
で
し
た
。
東
海
道
全
線
は
明

治
２２
年
７
月
１
日
に
開
通
し
ま
し
た
。 

３
年
後
の
明
治
24
年
11
月
１
日
に
「
舞
坂
駅
」

に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
理
由
は
舞
坂
町
か
ら
駅
名

変
更
の
猛
烈
な
運
動
が
あ
っ
た
こ
と
や
、「
馬
郡

駅
」
周
辺
は
民
家
が
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

昭
和
15
年
６
月
１
日
に
現
在
の
「
舞
阪
駅
」
と
な

り
ま
し
た
。 

な
ぜ
馬
郡
に
駅
が
設
置
さ
れ
た
の
か 

線
路
の
敷
設
は
少
し
で
も
地
形
の
高
い
所
へ
の

条
件
か
ら

天
竜
川
に

よ
っ
て
で

き
た
第
三

砂
堤
上
の

ル
ー
ト
が

適
切
と
判

断
さ
れ
ま

し
た
。
舞

坂
の
旧
宿

場
を
通
る
ル
ー
ト
は
浜
名
湖
に
架
橋
す
る
際
、
地

形
が
低
い
こ
と
と
軌
道
が
直
線
上
に
敷
設
出
来
な

い
た
め
、
経
費
が
大
幅
に
か
さ
む
こ
と
か
ら
馬
郡

に
駅
が
設
置
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

馬
郡
は
隣
接
す
る
舞
坂

宿
に
漁
港
が
あ
る
こ
と
や

浜
名
湖
周
辺
地
域
の
、
海

運
・
産
業
・
交
通
の
要
に

な
る
要
素
が
理
由
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。 

舞
坂
駅
は
弁
天
島
海
水

浴
場
で
発
展 

日
本
で
最
初
の
海
水
浴

場
は
明
治
１８
年
神
奈
川
県

の
大
磯
海
岸
で
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
明
治
２２
年
に
弁

天
島
で
も
開
設
さ
れ
、
舞

坂
駅
は
海
水
浴
場
の
入
口

駅
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
２５
年
５
月
１９
日
の
『
静

岡
大
務
新
聞
』
で
は
、
海
水
浴
客
の
増
加
に
よ
り

人
力
車
の
利
用
客
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て

い
ま
す
。『
静
岡
県
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
舞
坂
駅
の

乗
客
数
は
、
明
治
２２
年
に
１
万
２
千
人
程
度
で
あ

っ
た
が
、
海
水
浴
客
の
増
加
に
伴
い
、
明
治
３０
年

に
は
５
万
人
を
超
す
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
人
力

車
に
つ
い
て
は
明
治
２６
年
２
台
、
３０
年
代
１０
台
、

更
に
明
治
32
年
に
は
客
馬
車
も
登
場
し
、
２
台
運

行
さ
れ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
東
海
道

の
松
並
木
を
人
力
車
が
走
っ
て
、
弁
天
島
に
向
か

う
レ
ト
ロ
な
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
そ
し
て
明

治
３９
年
７
月
に
は
弁
天
島
に
夏
季
限
定

の
臨
時
停
車
場
が
設
置
さ
れ
、
大
正
５

年
９
月
に
は
常
設
の
弁
天
島
駅
が
開
業

と
な
り
ま
し
た
。 

舞
坂
駅
は
ウ
ナ
ギ
の
輸
送
駅
と
し
て

発
展 浜

名
湖
岸
で
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
が
本
格

的
に
行
わ
れ
た
の
は
、
服
部
倉
治
郎
が

明
治
３３
年
に
吹
上
地
区
に
８
ha
の
養

魚
池
の
創
設
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
浜
名
湖
岸
は
温
暖
な
気
候
、
養
殖

に
必
要
な
水
の
豊
富
さ
、
種
苗
ウ
ナ
ギ

が
浜
名
湖
で
確
保
で
き
た
こ
と
（
大
正

中
頃
か
ら
霞
ヶ
浦
・
利
根
川
産
も
利

用
）
に
よ
り
、
瞬
く
間
に
浜
名
湖
岸
２０
カ
町
村
で

養
鰻
業
が
発
展
し
ま
し
た
。
舞
阪
町
史
に
よ
れ

ば
、
生
産
量
は
大
正
７
年
９
万
貫
が
昭
和
２
年
に

は
２７
万
貫
と
約
３
倍
に
増
大
し
ま
し
た
。 

出
荷
す
る
ウ
ナ
ギ
は
浜
名
湖
岸
の
ほ
と
ん
ど
の

養
鰻
業
者
が
浜
名
湖
を
船
で
搬
送
し
、
舞
坂
駅
を

経
由
し
て
関
西
・
東
京
方
面
に
出
荷
し
ま
し
た
。 

ウ
ナ
ギ
の
飼
料
（
当
初
は
蚕
の
サ
ナ
ギ
、
大
正

「
舞
阪
駅
」
と
「
停
車
場
」
の
町 

舞坂駅から弁天島へ向う客馬車『舞阪町史』 

舞阪から弁天島への架橋 

『静岡県鉄道写真集』 
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末
期
は
塩
漬
イ
ワ
シ
、
ホ
ッ
ケ
、
サ
ン
マ
等
）
が 

東
北
・
北
海
道
か
ら
舞
坂
駅
に
到
着
し
、
浜
名
湖

を
渡
り
養
鰻
業
者
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
１６

年
頃
か
ら
国
家
多
事
、
飼
料
の
入
手
困
難
、
主
食

増
産
に
よ
り
、
池
は
ほ
と
ん
ど
が
水
田
と
な
り
、

養
鰻
池
は
い
っ
た
ん
姿
を
消
し
ま
し
た
。 

戦
後
、
養
鰻
業
は
急
速
に
復
活
し
、
戦
前
を
上

回
る
貨
物
が
舞
阪
駅
で
取
り
扱
わ
れ
、
貨
物
引
込

み
線
上
で
は
業
者
だ
け
で
な
く
駅
員
ま
で
一
緒
に

な
っ
て
積
み
下
ろ
し
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

昭
和
４０
年
代
半
ば
か
ら
、
運
送
業
は
車
が
主
体

と
な
り
、
昭
和
４６
年
４
月
舞
阪
駅
に
お
け
る
貨
物

の
取
り
扱
い
業
務
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。 

浜
名
湖
花
博
で
駅
舎
改
装 

平
成
１６
年
浜
名
湖
花
博
関
連
事
業
の
一
環
と
し

て
舞
阪
駅
の
南
北
の
地
域
で
区
画
整
理
事
業
が
実

施
さ
れ
、
平
成
15
年
11
月
15
日
に
舞
阪
駅
の
橋

上
駅
舎
と
南
北
自
由
通
路
が
完
成
し
ま
し
た
。 

翌
年
開
催
さ
れ
た
花
博
会
場
の
受
け
入
れ
駅
と

な
り
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
大
勢
の
観
光

客
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
南
北
自
由
通
路
が
で
き

た
こ
と
に
よ
り
、
湖
南
高
校
の
学
生
は
じ
め
、
多

く
の
地
元
住
民
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。 

「
停
車
場
」
の
町 

明
治
30
年
駅
東
に
遠
洋
銀
行
（
昭
和
18
年
静
岡

銀
行
に
合
併
）
が
創
立
さ
れ
、
浜
名
湖
周
辺
の
養

鰻
業
者
等
に
「
信
用
貸
付
」
に
よ
る
融
資
を
行
い

養
鰻
業
発
展
の
礎
を
築
き
、
大
正
１０
年
に
公
有
水

面
埋
立
法
が
公
布
さ
れ
、
湖
面
の
活
用
が
図
ら
れ

養
鰻
業
者
が
激
増
し
ま
し
た
。
町
に
は
銀
行
、
郵

便
局
、
運
送
店
、
飼
料
店
、
製
氷
会
社
、
缶
詰
工

場
な
ど
が
創
業
し
ま
し
た
。 

養
鰻
業
以
外
に
も
大
正
８
年
に
西
遠
織
布
㈱
が

創
業
し
、
昭
和
４
年
に
は
市
内
菅
原
町
か
ら
「
大

和
木
工
㈱
」
（
後
の
日
蓄
木
材
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
音
響

㈱
）
が
移
転
し
て

き
ま
し
た
。
後
に

㈱
河
合
楽
器
製
作

所
舞
阪
工
場
も
創

業
し
、
町
周
辺
は

工
業
地
帯
と
な
り

ま
し
た
。 

昭
和
５
年
駅
南

側
地
域
で
、
住
宅

地
確
保
の
た
め
耕

地
整
理
が
行
わ
れ

町
に
は
商
店
街
、

旅
館
、
居
酒
屋
、
カ
フ
エ
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
、
劇
場

も
で
き
大
正
13
年
に
は
私
設
㋢
消
防
組
を
組
織
、

昭
和
８
年
氏
神
様
の
春
日
神
社
の
本
殿
等
を
改
築

し
、
昭
和
12
年
に
は
駅
前
区
立
若
葉
保
育
園
（
現

在
の
春
日
こ
ど
も
園
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
以
降
は
養
鰻
業
の
撤
退
、
工
場
の
移
転
・

閉
鎖
に
よ
り
、
人
口
流
出
が
続
き
勢
い
を
失
い
つ

つ
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
「
浜
名
湖
花
博

２０２４
」

が
、
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
、
窓
口
駅
と
し
て
久
し
ぶ
り
に
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。 

工
場
の
移
転
・
閉
鎖
の
跡
地
は
、
新
た
に
住
宅

街
と
ス
ー
パ
ー
が
で
き
、
停
車
場
の
町
は
形
を
変

え
、
発
展
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

（
藤
田
博
辞
） 

駅舎改装後 20 年、舞阪駅（北口） 

昭和初期の舞阪駅と船着場 
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現
在
時
点
で
篠
原
地
区
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

作
付
け
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
植
物
防
疫

法
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
２
月
17
日
付
け
で
「
緊

急
防
除
」
が
令
和
５
年
３
月
１９
日
か
ら
令
和
６
年

３
月
末
ま
で
実
施
、
更
に
延
長
さ
れ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
そ
の
経
過
を
ま
と
め
て
み
る
。 

発
生
経
過 

令
和
4
年
10
月
下
旬
、
浜
松
市
の
甘
藷
販
売
店

か
ら
内
部
が
黒
変
し
た
被
害
イ
モ
と
寄
生
し
て
い

た
害
虫
に
つ
い
て
問
合
せ
が

あ
っ
た
。
農
林
水
産
省
名
古

屋
植
物
防
疫
所
清
水
支
所
で

調
査
し
た
と
こ
ろ
ア
リ
モ
ド

キ
ゾ
ウ
ム
シ
と
い
う
害
虫
で

あ
る
と
同
定
さ
れ
た
。 

 

何
故
本
州
で
初
め
て
発
見

さ
れ
た
こ
の
害
虫
が
、
こ
の

浜
松
で
発
見
さ
れ
た
か
と
疑

問
で
あ
っ
た
が
、
発
生
範
囲

を
特
定
す
る
た
め
、
本
虫
が
確
認
さ
れ
た
地
点
を

中
心
に
半
径
２
ｋｍ
圏
内
を
調
査
対
象
と
し
て
、
計

403
地
点
に
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る
調
査
を

実
施
し
た
結
果
、
12
月
８
日
ま
で
に
23
地
点
の
ト

ラ
ッ
プ
か
ら
計
471
頭
の
本
虫
の
誘
殺
が
確
認
さ
れ

た
。
そ
れ
以
降
も
調
査
を
続
行
し
て
い
る
が
そ
の

後
の
調
査
で
は
、
本
虫
の
誘
殺
は
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
。
こ
れ
で
こ
の
地
域
に
限
ら
れ
た
範
囲
で
の

発
生
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

緊
急
防
除
の
内
容 

初
動
対
応
の
後
、
こ
れ
以
上
蔓
延
し
な
い
よ
う

に
、
農
林
水
産
省
よ
り
「
緊
急
防
除
」
が
告
示
さ

れ
た
。 

・
発
生
区
域
内
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
作
付
け
禁
止 

・
発
生
区
域
内
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
の
移
動
制
限 

・
防
除
の
区
域
：
馬
郡
町
、
坪
井
町
、
篠
原
町
の

大
部
分
（
詳
細
は
図
で
示
さ
れ
た
区
域→

略
） 

・
該
当
箇
所
へ
の
消
毒
、
廃
棄
処
置 

 

海
岸
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
一
斉
除
去
作
業 

 

そ
の
間
、
令
和
５
年
７
月
に
は
一
日
で

も
早
く
「
緊
急
防
除
」
が
解
除
さ
れ
る
よ

う
生
産
者
に
も
呼
び
か
け
、
発
生
区
域
内

の
寄
生
植
物
の
除
去
で
海
岸
の
ハ
マ
ヒ
ル

ガ
オ
の
一
斉
除
去
作
業
を
行
っ
た
。
参
加

者
は
５
日
間
で
延
べ
４６２
人
に
も
達
し
た
。

し
か
し
１０
月
と
１１
月
に
新
た
に
ア
リ
モ

ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
見
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
国
は

１１
月
２９
日
に
専
門
家
を
含
む
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
対
策
検
討
会
議
を
開
き
、
「
緊
急
防
除
」
の
期
間

を
令
和
７
年
３
月
ま
で
延
長
と
し
た
。
こ
れ
が
現

在
の
状
況
で
あ
る
。 

 

緊
急
防
除
の
解
除
は
１１
月
ま
で
の
結
果
待
ち 

 

そ
の
後
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
は
発
生
し
て
い

な
い
が
、
昨
年
の
例
も

あ
っ
て
、
11
月
上
旬
ま

で
の
発
生
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
終
息
し
た
と
の
判

断
を
待
ち
た
い
。 

 
 

 

（
山
下
勝
彦
） 

アリモドキゾウムシのデータ（国立環境研究所） 

和名 アリモドキゾウムシ 

分類群 コウチュウ目 ゾウムシ科ミツギリゾウムシ科 

自然分布 インドまたはインドシナ半島 

形態 
体長６～7mm ほどの甲虫、アリのような形態で、吻は

長く、頭部は黒褐色、触覚は短い 

生息環境 
ヒルガオ科植物（サツマイモなど）の塊根（イモ）に寄

生、農耕地の他、ハマヒルガオなど生息地にも分布 

繁殖生態 
ヒルガオ科植物の塊根に産卵し、卵は 7～8 日で孵化、

幼虫は塊根を食べて 14～21 日で蛹化、羽化 

生態的特性 食性：幼虫はヒルガオ科植物の塊根を食害 

国内移入 

分布 

小笠原諸島、大隅諸島、トカラ列島以南の琉球列島ほぼ

全域、薩摩半島南部、高知県室戸市 

 

浜風会会報第４４号 

篠原協働ｾﾝﾀｰ同好会浜風会 

（篠原地区郷土の歴史を学ぶ会） 

編集委員 委員長 山下勝彦 

   鈴木忠 鈴木理市  

   藤田博辞 山中道弘 

発行責任者 山下勝彦   

  発行令和６年７月１日 


